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Date: 5/13・6/24-7/29 Wed.4・9/20 Sun
Place: オンライン
Keyword：プレゼンテーション
Staff: 種村剛・奥本素⼦・⻄尾直樹・梶井宏樹
Language Code: 0
Type: Classes are in Japanese

⼤学院⽣のための
研究アウトリーチ法

Outreach Skills for Graduate Students
授業の⽬的
• ⾃らが⾏っている研究の内容や社会的意義につ

いて、広く社会に向けて伝え、研究に対して社
会的な⽀援をしてもらう必要があることを理解
し、アウトリーチ実践を⾏うための基本を学ぶ。

• アウトリーチ実践では、地域の⾼校⽣を対象に
⾃分の研究内容についてのプレゼンテーション
を⾏う。

• 同時に、⾼校⽣と双⽅向のコミュニケーション
を⾏うことを通じて、⾼校⽣にロールモデルを
提供すると同時に、コミュニケーションスキル
の向上を図る。

到達⽬標
• 研究者にとって必要なアウトリーチの考え⽅と
スキルの基本を学ぶ。

• ⾃分の研究内容を、⾼校⽣に対してわかりやす
く魅⼒的に伝えるためのプレゼンテーションを
企画・準備・実施することを通じて、プレゼン
テーションスキルを向上させる。

• ⾼校⽣と双⽅向のコミュニケーションを⾏うこ
とを通じて、⾃らのコミュニケーションスキル、
ファシリテーションスキルを向上させる。

開講⽇時・単位・定員
• 開講⽇時

– ⽔曜⽇4時限（14:45〜16:15）
– 6/24, 7/1, 7/8, 7/15, 7/22, 7/29
– 9/20（⽇ 9:00〜15:30＋事前準備、事後の振り返

り）
※北海道⼤学オープンキャンパス（予定）

• 教室：オンラインで実施（ZOOM）
• 単位：1単位
• 成績評価の基準と⽅法
• 出席（50%）と、課題の提出・発表（50%）

• 定員：12名まで
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授業計画
開講⽇ 項⽬ 内容 種別 教員 個⼈PC 事前課題
5/13 ガイダンス 授業内容、履修要件の

説明
講義 種村 不要

6/24 提出物のプレゼンと、アウ
トリーチについて

アウトリーチとはなに
かについて解説

演習／
講義

奥本 必要 プレゼン制
作

7/1 プレゼンを聞きたいと思わ
せる動機づけ

動機づけ全般の理論 講義 奥本 不要 プレゼン修
正

7/8 プレゼンテーションのスキ
ルとデザイン

プレゼンに必要なスキ
ルと資料デザイン

講義 CoSTEP
動画

不要 プレゼン修
正

7/15 グループ毎のリハーサル 履修者同⼠の相互批評 演習 全員 必要 プレゼン修
正

7/22 グループ毎のリハーサル 履修者同⼠の相互批評 演習 全員 必要 プレゼン修
正

7/29 プレゼンテーションの実施 履修者同⼠の相互批評 演習 種村 不要 プレゼン修
正

9/20 アウトリーチ実践（※） アウトリーチ実践 実習 全員 適宜 プレゼン修
正／発表準
備／個別リ
ハーサル等

各回の内容については新型コロナウイルスや進⾏状況などに応じて変更の可能性があります。

※北海道大学オープンキャンパス（中止の可能性があります）

アウトリーチ実践（予定）
• 9⽉20⽇（⽇）、北⼤オープンキャンパスにおいて、

参加申し込みをした⾼校⽣を対象に⾏う予定。
• 場所：⾼等教育推進機構
• 時間：プログラムは9:00〜15:30。加えて、事前

準備と事後の振り返りあり。
Ø午前の部と午後の部に分かれますが、現時点では1⽇の

スケジュールを空けておいてください
• ただし今年度はまだオープンキャンパスの実
施が新型コロナウイルスの影響で現段階で確
定していません。オープンキャンパス中⽌の
場合の対応は決定次第お知らせします。

⾼校⽣へのプレゼンテーション ⾼校⽣へのプレゼンテーション


